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会
員
の
み
な
様
、
日
ご
ろ
よ
り
旭
窓
会
の
活

動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
総
会
で
会
長
職
を
仰
せ

つ
か
っ
た
上
坂
（
こ
う
さ
か
）
一
夫
で
す
。
普

通
科
17
期
生
で
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。
今
後
共
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旭
窓
会
は
、
総
数
約
2
万
4
千
名
の
会
員
数

を
誇
る
大
き
な
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
所
在
が
判
明
し
て
い
る
約
１
万
８
千
名

弱
の
方
々
に
本
紙
「
旭
窓
」
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

2
8
0
万
円
の
費
用
を
掛
け
て
会
員
の
み
な

様
に
お
届
け
し
て
い
る
の
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
度
版
以
降
、
会

員
名
簿
を
発
行
し
て
お
ら
ず
、
個
人
情
報
保
護

法
の
施
行
や
近
年
多
発
す
る
特
殊
詐
欺
の
横

行
を
考
え
る
と
、
今
後
も
会
員
名
簿
の
作
成
・

発
刊
は
難
し
い
状
況
で
す
。
同
窓
会
の
最
大
の

使
命
の
1
つ
で
あ
る
会
員
の
情
報
管
理
に
は
、

年
1
度
、郵
便
物
で
お
届
け
す
る
「
旭
窓
」
が
、

会
員
の
親
睦
と
共
に
、
所
在
確
認
の
大
き
な
役

目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

個
人
負
担
を
組
織
で
カ
バ
ー
す
る
組
織

　

法
人
化
を
見
据
え
た
組
織
づ
く
り
に
つ
い

て
も
す
す
め
て
い
ま
す
。
歴
代
会
長
や
役
員

の
方
々
に
よ
る
献
身
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
に
支
え
ら
れ
て
き
た
役
員
会
組
織
で
す

が
、
そ
の
精
神
を
受
継
ぎ
な
が
ら
、
個
人
の

負
担
を
組
織
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
組
織
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

海
外
在
住
の
会
友
に
年
賀
状

　

旭
高
校
に
国
際
教
養
科
が
開
設
さ
れ
て
24

年
、
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
が
ま
す
ま

す
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
に
、
応
援
の

意
味
を
こ
め
て
、
旭
窓
会
か
ら
年
賀
状
の
送

付
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
旭
窓
会

が
把
握
し
て
い
る
海
外
在
住
の
会
員
に
は
12

月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
海
外
で
活

躍
し
て
い
る
会
員
の
住
所
を
ご
存
じ
で
、
旭

窓
会
か
ら
の
年
賀
状
送
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
旭
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

母
校
創
立
65
周
年
実
行
委
員
に
な
っ
て

　

母
校
旭
高
校
は
、
来
年
に
創
立
65
周
年
を

迎
え
ま
す
。
旭
窓
会
と
し
て
、
２
０
１
６
年

11
月
に
、
65
周
年
事
業
を
場
所
も
同
じ
大
阪

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
の
ツ
イ
ン
21
・
ア
ト
リ
ウ

ム
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

前
回
の
60
周
年
事
業
は
み
な
様
の
お
蔭
を

持
ち
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
65
周
年
事
業
は
、
前
回
に
も
増
し
て

オ
ー
ル
旭
の
総
力
を
注
ぎ
す
す
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
お
願
い
で
す
。
実
行
委
員
長
に
、
前

会
長
の
髙
津
氏
が
就
任
し
、
創
立
65
周
年
事
業

に
向
け
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
成
功
の
決
め
手
と
な
る
実
行
委
員

会
の
ス
タ
ッ
フ
と
出
演
者
の
募
集
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。〝
自
分
た
ち
の
手
で
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
る
！
〟
の
心
意
気
を
持
っ
て
、
こ

ぞ
っ
て
の
応
募
・
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
幹
事
会
と
拡
大
顧
問
会
・
異
業
種

交
流
会
な
ど
で
、「
旭
窓
会
」
の
法
人
化
の
論

議
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
、「
旭
窓
会
」
の
活
性
化
が
あ

り
ま
す
。
１
つ
は
、「
旭
窓
会
」
運
営
に
参
加
・

参
画
し
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
２

つ
は
、
同
期
会
や
Ｏ
Ｂ
会
が
機
能
し
活
発
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
。
３
つ
は
本
会
や
母
校
支

援
を
お
こ
な
い
や
す
く
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

1
つ
目
の
、「
旭
窓
会
」
へ
の
運
営
参
加
・

参
画
は
、
時
間
的
・
金
銭
的
の
ゆ
と
り
が
あ

る
人
た
ち
が
携
わ
れ
ば
い
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
30
期
以
降
の
若
い
人
や
働
き
盛
り

の
人
、
子
育
て
世
代
の
人
な
ど
よ
り
多
く
の

人
た
ち
が
関
わ
れ
る
組
織
・
体
制
を
つ
く
り
、

多
様
な
考
え
方
や
思
考
を
旭
窓
会
運
営
に
反

映
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。「
楽
」

に
関
れ
る
組
織
を
め
ざ
し
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

　

２
つ
目
の
同
期
会
や
Ｏ
Ｂ
会
等
の
活
性
化

は
、「
旭
窓
会
」
を
同
期
会
が
機
能
す
る
横
組

織
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｏ
Ｂ
会
は
縦
組
織
で
す
。

こ
の
縦
横
の
組
織
に
在
校
生
と
い
う
組
織
が

絡
む
こ
と
で
、
有
機
的
な
活
動
が
広
が
る
で

し
ょ
う
。

　

３
つ
目
は
、「
旭
窓
会
」
は
卒
業
生
の
入
会

金
と
年
会
費
と
運
営
賛
助
金
で
運
営
（
総
会
・

「
旭
窓
」
発
行
周
年
事
業
・
母
校
支
援
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
８
月
１
日
の
幹
事
会
で
、
来
年

65
周
年
を
迎
え
る
母
校
が
１
０
０
周
年
を
め

ざ
し
て
い
く
た
め
に
も
法
人
化
を
提
起
し
賛

同
を
得
ま
し
た
。
法
人
化
に
あ
た
っ
て
は
、

既
に
法
人
化
し
て
い
る
同
窓
会
の
調
査
、法
律
・

税
金
・
会
員
資
格
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入

等
の
研
究
を
行
い
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
知
ら
べ
た
う
え
で
法
人
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
年
会
費
・
運
営
賛
助
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

旭
窓
会
の
早
期
法
人
化
へ

　
組
織
強
化
と
若
い
世
代
の
関
れ
る
組
織
へ

旭窓会会長
上坂　一夫

（17期）

創
立
65
周
年
事
業
を
全
員
の
力
で
盛
り
上
げ
よ
う
！
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4
月
11
日
（
土
）
拡
大
顧
問
会
を
、
5
月
30

日
異
業
種
交
流
会
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
創
立
65
周
年
記
念
事
業
・
旭
窓

会
法
人
化
・
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
・
旭
高
校

か
ら
の
お
願
い
の
4
案
件
で
す
。

拡
大
顧
問
会  

　

拡
大
顧
問
会
は
1
期
か
ら
27
期
ま
で
の
24
人

と
松
井
校
長
の
25
人
が
参
加
。
会
長
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
松
井
校
長
か
ら
今
期
３
６
０
名
が
入

学
し
た
こ
と
、
英
検
や
セ
ン
タ
ー
試
験
受
験
生

が
増
え
る
な
ど
母
校
の
学
力
が
ア
ッ
プ
し
て
い

る
こ
と
、
数
年
前
ま
で
課
題
だ
っ
た
遅
刻
す
る

生
徒
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
現
況
報
告

と
書
画
カ
メ
ラ
の
設
置
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
坂
会
長
か
ら
は
、
母
校
65
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
を
、
高
津
副
会
長
を
実
行
委

員
長
に
立
ち
上
げ
た
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た

い
こ
と
、
旭
窓
会
法
人
化
は
、
上
坂
会
長
を
委

員
長
に
組
織
強
化
委
員
会
を
発
足
し
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幹
事
や
顧
問
か

ら
意
見
の
出
て
い
る
会
員
の
個
人
情
報
の
扱
い

は
、
旭
窓
会
で
名
簿
を
一
括
管
理
し
、
デ
ー
タ

提
供
は
学
年
幹
事
が
会
長
に
依
頼
し
た
時
に
限

り
タ
グ
ラ
ベ
ル
の
み
を
提
供
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
65
周
年
に
は
旭
窓
会
総
会

と
リ
ン
ク
し
た
、
喜
寿
同
期
会
（
5
期
）・
古
希

同
期
会
（
12
期
）・
還
暦
同
期
会
（
21
期
）
の
開

催
を
要
請
し
ま
し
た
。

異
業
種
交
流
会  

　

異
業
種
交
流

会
は
、
15
人
が

参
加
。
松
井
校

長
か
ら
体
育
祭

な
ど
母
校
現
況

報
告
、
上
坂
会

長
か
ら
は
、
旭

窓
会
法
人
化
・

65
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
へ
の
協
力

依
頼
・
組
織
強

化
委
員
会
報
告

等
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

異
業
種
交
流
会
こ
ぼ
れ
話  

　
楽
し
み
だ
っ
た
合
宿
の
差
し
入
れ

　

懇
談
中
、
同
じ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る

17
期
同
期
会
に
出
席
し
て
い
た
３
期
の
二
宮
先

生
が
顔
を
出
さ
れ
、
も
う
時
効
だ
か
ら
と
つ
ぎ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

―
―
夏
休
み
と
い
え
ば
合
宿
。
ハ
ム
メ
ー
カ
ー

の
社
長
を
し
て
い
た
某
君
の
お
父
さ
ん
か
ら
の

ハ
ム
の
差
し
入
は
楽
し
み
だ
っ
た
。
そ
の
箱
の

中
に
、
こ
っ
そ
り
入
っ
て
い
た
の
が
、
サ
ラ
ミ

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ウ
ィ
ス
キ
ー
。
当
時
の
こ
と
、

だ
る
ま
と
い
え
ば
高
級
品
。
こ
れ
が
ま
た
楽
し

み
や
っ
た
。

拡
大
顧
問
会
・
異
業
種
交
流
会
で
意
見
交
換
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✿  

1
期   �

毎
年
開
催
す
る
１
期
生
３
年
３
組
ク
ラ
ス
会

　

1
9
5
5
年

（
昭
和
30
年
）
3

月
卒
業
時
、
男

子
24
名
女
子
20

名
計
44
名
の
3

年
3
組
で
す
。

担
任
は
左
近
先

生
。
校
舎
も
3

階
建
て
鉄
筋
が

2
棟
。
卒
業
式

も
図
書
館
で

行
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
あ
れ
か
ら
59
年
、
現
在
も
3
年
3

組
ク
ラ
ス
会
の
名
称
で
10
名
程
度
が
集
ま
り
、

相
変
わ
ら
ず
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
卒
業
の
年
の
５
月
、
仁
川
五
ヶ
池

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
14
名
が
参
加
。
卒
業
し
た

年
で
、
各
自
学
業
に
励
ん
で
い
た
時
期
で
も
あ

り
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
。
卒
業
か
ら
36
年
の

1
9
8
8
年
（
昭
和
63
年
）
10
月
15
日
、
ク
ラ

ス
会
の
連
絡
が
全
員
に
行
き
、
20
名
が
参
加
し

て
南
の
料
亭
で
開
き
ま
し
た
。
1
9
9
1
年（
平

成
３
年
）、
55
歳
の
年
か
ら
毎
年
16
名
程
度
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）

頃
か
ら
参
加
者
は
10
名
前
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

冗
談
に
参
加
者
が
２
名
な
っ
た
ら
ク
ラ
ス
会
を

解
散
し
よ
う
と
笑
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

昨
年
も
11
月
９
日
に
ク
ラ
ス
会
を
開
催
。
年

齢
も
78
歳
と
な
り
、亡
く
な
っ
た
同
級
生
も
年
々

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
7
人
で
３
時
間
ほ
ど
賑

や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。
来
年
も
元
気
に
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
お
開
き
に
し
ま
し
た
。

�

１
期
生
３
年
３
組
ク
ラ
ス
会　

辻
村　

禎

✿  

３
期   �

３
期
生
喜
寿
同
期
会

　

2
0
1
4
年
11
月
16
日
、
旭
窓
会
総
会
に
あ

わ
せ
て
３
期
生
の
喜
寿
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
東
京
や
千
葉
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
20
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
旭
窓
会
総
会
の
中
で
、
会

長
の
祝
辞
と
お
祝
い
の
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、別
室
に
移
動
し
約
2
時
間
余
、

３
期
生
の
懇
親
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
卒
業

後
初
め
て
会
っ
た
方
も
何
人
か
お
ら
れ
、
60
年

前
の
高
校
時
代

の
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
ま
し

た
。
そ
の
場
で
、

「
今
後
も
３
期
会

を
毎
年
や
っ
て

ほ
し
い
」、「
集
ま

れ
る
者
だ
け
で

も
、
年
に
１
回
は

会
い
た
い
」
等
の

声
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
、
３
期

会
を
計
画
し
ま

す
。
３
期
生
の
皆

さ
ん
、体
調
に
留
意
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
、

可
能
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

�

３
期
会
世
話
人　

二
宮　

金
吾

✿  

４
期   �

今
年
は
10
月
23
日

�

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
で
開
催

　

同
期
会
を
、
来
る
10
月
23
日（
金
）に
開
催
し

ま
す
。

・
と　

き　

10
月
23
日（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

・
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル　

ア
ウ
ィ
ー
ナ

�

（
昨
年
と
同
じ
会
場
で
す
）

・
問
い
合
わ
せ　

横
山　

信
夫

�

　

0
7
2

−

9
2
3

−

5
1
6
6

✿  

７
期   �

ク
ラ
ス
ご
と
の
同
窓
会
が
発
展
し

�

「
旭
高
校
七
期
会
」
に

　

私
た
ち
は
昭
和
36
年
（
1
9
6
1
年
）
卒
業

の
７
期
生
で
す
。
当
時
の
入
学
定
員
は
4
0
0

名
で
し
た
。
３
年
は
、１
・
２
組
が
就
職
ク
ラ
ス
、

３
・
４
・
５
組
が
文
系
ク
ラ
ス
、
６
・
７
・
８
組
が

理
系
ク
ラ
ス
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
各
組
毎
の
ク
ラ
ス
会
が
担
任
の

先
生
を
中
心
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
合
同
ク
ラ
ス
会
か
ら
学
年
同
窓
会
へ
と
発

展
、
全
体
の
名
簿
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
ク
ラ

ス
幹
事
を
お
願
い
し
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
期
会
の
名
称
も
「
旭
高
校
七
期
会
」
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
七
期
会
は
還
暦
の
年
に
開
催
。
そ
れ

か
ら
十
余
年
の
月
日
が
経
ち
、
今
回
名
簿
を
再

編
集
す
る
た
め
に
「
旭
窓
会
」
の
協
力
を
得
て
、

担
当
の
㈱
サ
ラ
ト
様
の
資
料
を
い
た
だ
き
、
昨

年
か
ら
名
簿
を
編
纂
。

今
年
３
月
29
日
、
同
期

会
を
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
来
賓

と
し
て
上
坂
一
夫
旭
窓

会
会
長
、
山
本
茂
雄
先

生
、
根
本
七
郎
先
生
、

坪
井
徹
夫
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
総
勢
71

名
で
盛
大
に
行
い
ま
し

た
。
米
国
か
ら
、
ま
た

関
東
・
中
国
・
九
州
の

各
方
面
よ
り
も
参
加
い

た
だ
き
、『
朋
あ
り
、
遠

方
よ
り
来
る
。
ま
た
楽

し
か
ら
ず
や
』
で
、
校

歌
斉
唱
し
て
、成
功
裏
に
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

根
本
先
生
並
び
に
坂
口
登
先
生
（
物
故
）
の

ご
子
息
よ
り
の
ご
祝
儀
と
今
回
、
欠
席
の
方
々

８
名
よ
り
、
出
席
者
44
名
の
方
々
よ
り
協
賛
金

を
い
た
だ
き
一
部
を
『
旭
窓
会
』
に
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
開
催
は
喜
寿
の
お
祝
い
の
こ
ろ
を
予

定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

�

七
期
会  

事
務
局　

中
島　

宏

 �

◆  

連
絡
が
つ
き
ま
し
た　

７
期
余
談

　

info@
kyokusoukai.info

　

こ
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
届

き
ま
す
。5
月
29
日
、
以
下
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

し
た
。対
応
が
遅
れ
て
い
た
メ
ー
ル
の
２
信
で
す
。

（
前
略
）／
高
校
は
、豊
中
高
校
に
入
学（
中
略
）

母
の
仕
事
の
関
係
で
守
口
に
移
転
、旭
高
校
に

（
中
略
）／
同
窓
生
の
顔
な
ど
も
浮
か
び
、同
窓

✿ 

同
期
会 

開
催 

盛
ん
に
な
る 

✿
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会
に
も
い
っ
て
み
た
い
な
、と
思
い
メ
ー
ル
を
さ

し
あ
げ
ま
し
た
。／
私
が
旭
高
校
に
在
籍
し
て

い
た
手
掛
か
り
な
ど
、な
に
か
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
お
教
え
い
た
だ
き
た
く
。�

Ｈ（
旧
姓
Ｋ
）

　

29
日
夜
、
広
報
担
当
が
H
さ
ん
の
在
籍
（
３

年
５
組
）を
確
認
し
連
絡
。
先
輩
の
尽
力
で
、次
々

と
詳
細
が
判
明
。

（
前
略
）旭
７
期
生
３
年
５
組
で
あ
り
、
Ｓ
さ

ん
と
同
じ
ク
ラ
ス（
中
略
）／
３
月
29
日
の
７

期
生
同
期
会
は
盛
況（
中
略
）／
Ｎ
さ
ん
の
地

道
な
努
力
で
12
年
ぶ
り
の
同
期
会
が
開
催
で

き
た
ら
し
い
。（
後
略
）

　

さ
っ
そ
く
、

同
期
会
幹
事
の

N
さ
ん
の
メ
ル

ア
ド
を
Ｈ
さ
ん

に
伝
え
ま
し
た
。

追
伸
で
同
期
会

の
時
の
３
年
５

組
の
写
真
も
送

信
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
さ
ん
か
ら
、お
礼
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

（
前
略
）／
７
期
生
の
Ｎ
様
が
同
じ
ク
ラ
ス（
中

略
）だ
ん
だ
ん
思
い
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。／
た

だ
一
人
珍
し
い
名
前
で
憶
え
て
お
り
ま
し
た
Ｓ

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
こ
と（
中
略
）Ｙ
さ

ん
も
亡
く
な
ら
れ
て
い
て（
中
略
）と
て
も
残
念

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。／（
中
略
）／
11
月
の
同

窓
会
で
は（
中
略
）空
白
で
あ
り
ま
し
た
高
校

時
代
を
埋
め
て
い
け
れ
ば
い
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。／
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

H
さ
ん
、
総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

✿  

９
期   �

第
九
期
古
希
同
期
会
に
初
参
加
し
て

　

昨
年
秋
、
古
希
同
期
会
の
お
誘
い
に
、

1
9
6
3
年
（
昭
和
38
年
）
卒
業
後
初
め
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
42
年
か
ら

ほ
ぼ
半
世
紀
、
鹿
児
島
の
知
覧
で
生
活
し
、
現

在
は
、
薩
摩
英
国
館
と
い
う
歴
史
資
料
館
を
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
な
か
な
か
機

会
が
作
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

大
阪
城
が
一
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
会
場（
大

阪
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
）
で
、
懐
か
し
い
同
期
生
ら

（
80
名
）
と
一
堂
に
会
し
て
楽
し
く
歓
談
で
き
ま

し
た
。
懐
か
し
い
先
生
方
に
お
会
い
で
き
、
お

元
気
な
お
姿
と
素
晴
ら
し
い
芸
を
御
披
露
下
さ

り
、50
年
以
上
の
ご
無
沙
汰
が
嘘
の
よ
う
で
し
た
。

　

国
語
の
山
本
茂
雄
先
生
は
、昔
と
同
じ
声
で
、

三
好
達
治
の「
甃（
い
し
）の
う
へ
」
の
朗
読
を
懐

か
し
く
、聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
担

任
の
坪
井
徹
夫
先
生

は
、
当
時
と
変
わ
ら

な
い
若
々
し
さ
で
、

山
登
り
談
義
を
、
体

育
の
根
本
七
郎
先
生

は
、
朗
々
た
る
歌
声

で
イ
タ
リ
ア
民
謡

「
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
」を

原
語
で
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
は
流
れ
、

お
腹
の
底
か
ら
声
を

出
し
て
「
あ
〜
ぁ　

あ
さ
ひ
〜
」
と
合
唱

し
た
頃
に
は
、
気
分

は
す
っ
か
り
学
生
時

代
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
お
土
産
の
校
歌
Ｃ
Ｄ

は
、
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
以
来
一
度
も
歌
っ
た
事
が
な
か
っ
た
の

に
、
帰
鹿
後
、
毎
日
Ｃ
Ｄ
を
か
け
て
、
孫
に
笑

わ
れ
な
が
ら
大
声
で
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
陰
で
、
早
朝
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
な
り
、

極
め
て
体
調
良
好
で
、意
外
な
校
歌
の
効
果
で
す
。

�

田
中　

京
子
（
旧
姓 

小
西
）

✿  

32
期   �

次
回
は
1
0
0
人
を
超
え
た
い
32
期
同
期
会

　

2
0
1
5
年
5
月
2
日
（
土
）
17
時
か
ら

靱
公
園
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
地
下
に
あ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
エ
ブ
リ
ワ
ン
」
に
お
い
て

32
期
生
同
窓
会
を
開
催
。
卒
業
か
ら
30
年
の
月

日
が
経
ち
、
連
絡

先
が
分
か
ら
な
い

方
も
多
く
、
男
性

36
名
、
女
性
54
名

の
総
勢
90
名
の
32

期
生
が
集
い
ま
し

た
。
加
え
て
今
回

は
恩
師
の
荻
田
先

生
、
小
島
先
生
に

も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
昔
話
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
メ
ー
ル

と
S
N
S
で
連
絡

で
き
る
方
が
集
ま

る
よ
う
な
形
に
な

り
ま
し
た
。
今
後

は
、
連
絡
が
取
れ

て
い
る
同
期
生
か

ら
数
珠
つ
な
ぎ
に
繋
が
り
が
拡
が
る
こ
と
を
期

待
し
、
次
回
は
1
0
0
名
を
超
え
る
人
数
で
の

開
催
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
今
回
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
32
期
生

の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
旭
窓
会
に
連
絡
先
変
更
の

手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

32
期　

三
由　

忠
志

✿  

37
期   �

さ
く
ら
ふ
ぶ
き
同
窓
会
は
雨
で
流
会

　

４
月
５
日
の
37
期
の
さ
く
ら
ふ
ぶ
き
同
窓
会

は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
中
止
に
し
ま
し
た
。

20
名
ほ
ど
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
…
。

　

当
日
は
、
ク
ラ
ス
幹

事
を
引
き
受
け
て
く
れ

た
６
名
で
卒
業
25
周
年

同
窓
会
の
打
ち
合
わ
せ

を
し
、
日
程
と
業
者
、

場
所
を
決
め
た
こ
と
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

11
月
29
日
の
日
曜
日
で

す
。
当
初
は
い
い
夫
婦

の
日
も
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
11
月
22
日
は
外
し
、
い
い
に

く
い
け
ど
、
い
い
に
く
の
日
、
で
決
め
ま
し
た
。

・
日
時	

11
月
29
日
14
時
30
分
か
ら

・
場
所	

ク
ロ
ス
・
ウ
ェ
ー
ブ
梅
田

・
会
費
　

6
︐5
0
0
円

　

同
期
会
に
向
け
て
行
方
不
明
の
方
を
探
し
て

案
内
で
き
る
よ
う
に
同
級
生
た
ち
と
連
携
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
右
の
写
真
は
ク
ラ
ス

幹
事
で
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

連
絡
先
：
川
端  

携
帯

	

（
0
7
0

−

5
6
5
4

−

2
3
9
7
）

 �

37
期　

川
端　

修
一
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こ
こ
に
１
冊
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
と
写
真
集
が

あ
る
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
16
期
生
の
だ
。
今
回
紹
介

す
る
内
山
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
作
成
委
員
の
一
人

だ
っ
た
。
内
山
は
い
う
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
も
僕
が
し
た
。
３
年
６
組
の
自
分

の
ク
ラ
ス
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
撮
影
し
た
。
寄

せ
書
き
の
『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
』
も
自
分
が
書
い
た
」

　

写
真
集
は
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
家
（
シ
ン
ガ
ー
）

の
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
だ
。

内
山
を
ジ
ャ
ズ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
と
言
わ
し
め

た
１
冊
だ
。
旭
高
校
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

16
期
生
の
ブ
ー
ス
に
彼
の
作
品
と
写
真
集
が
展

示
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

　
当
時
、
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
が
普
及
し
て
い

た
と
は
い
え
、
カ
メ
ラ
は
ま
だ
ま
だ
一
般
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
写
真
を
写
す
家
族
が
い
ま
し
た
。
父
は
新

聞
記
者
で
記
事
も
書
く
し
、
写
真
も
撮
っ
て
い

ま
し
た
。
叔
父（
伯
父
？
）も
写
真
を
し
て
い
て
、

自
宅
に
は
現
像
機
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
わ
け
で
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
身
近
に
カ
メ

ラ
が
あ
り
、
カ
メ
ラ
を

い
じ
り
ま
わ
し
て
い

ま
し
た
。
高
校
生
の
時

に
は
自
分
で
現
像
も

し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ム
作
成
委

員
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
進
路
は
な
か
な
か

決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
で
す
。
写
真

専
門
の
大
学
に
行
く
と
決
め
た
の
は
。

　

そ
れ
か
ら
43
年
。
大
阪
を
離
れ
て
43
年
に
な

り
ま
す
。

　
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
お
好
き
だ
と
か･･･

。

―
―
も
と
も
と
音
楽
も
好
き
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
に

も
は
ま
り
、
文
化
祭
で
は
仲
間
と
バ
ン
ド
を
組

ん
だ
も
の
で
す
。
卒
業
間
際
に
は
、
森
小
路
の

ジ
ャ
ズ
喫
茶
で
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
よ
う
に
な
り
、

経
験
と
知
識
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ど
っ
ぷ
り
は

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
音
楽
つ
な
が
り
の
、
田

谷
く
ん
、
河
内
く
ん
、
横
山
く
ん
、
西
岡
く
ん
、

高
橋
く
ん
、
西
田
く
ん
な
ど
で
す
。
大
阪
工
大

付
属
の
文
化
祭
に
も
〝
外
人
部
隊
〟
と
し
て
出

演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
卒
業
し
て
、
写
真
専
門
の
大
学
に
入
学
さ
れ

ま
し
た
。

―
―
写
真
学
校
を
卒
業
し
て
、
あ
る
写
真
家
に

師
事
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
に
詰
め
て
ア
シ
ス

ト
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
丁
稚
奉
公
で
す
。
２
年

ぐ
ら
い
し
ま
し
た
か
。

　

１
９
７
５
年
、〝
ジ
ャ
ズ
〟
を
撮
る
と
決
め
た

時
、
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
独
立
し
ま
し

た
が
、
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

気
取
り
だ
っ
た
も
の
の
、
数
年
は
も
の
・
人
い

ろ
ん
な
も
の
を
撮
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ジ
ャ
ズ
専
門
誌
の
専
属
に
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

―
―
い
き
な
り
、
ジ
ャ
ズ
の
専
門
誌
の
専
属
に

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶

や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
毎
月
の
公
演
に
い
き
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
ご
ろ
か
ら
は
、
ひ
ん
ぱ
ん
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
き
ま
し
た
。
現
地
に
い
く

と
、
１
週
間
か
ら
１
ヶ
月
く
ら
い
滞
在
し
て
い

る
間
に
、
多
く
の
音
楽
シ
ー
ン
に
巡
り
あ
い
ま

す
。
大
勢
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
い
て
、
多
く

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

に
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
も
の

で
す
。
写
真
を
撮
る
う
ち
に
、
心
を
開
い
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
お
付

き
合
い
を
す
る
う
ち
に
、
何
人
も
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

内
山
が
ジ
ャ
ズ
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
１
人
が
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
で
す
。

―
―
ジ
ャ
ズ
の
写
真
を
撮
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、

１
９
２
６
年
生
ま
れ
の
マ
イ
ル
ス
は
引
退
状
態

で
過
去
の
人
で
し
た
。
81
年
に
マ
イ
ル
ス
・
デ

イ
ビ
ス
が
来
日
し
、彼
を
撮
り
は
じ
め
ま
し
た
。

55
歳
で
復
活
来
日
し
た
の
で
す
。
彼
は
65
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

知
る
人
ぞ
知
る
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
は

ジ
ャ
ズ
界
の
第
一
人
者
で
し
た
。
気
難
し
い
と

い
わ
れ
る
デ
イ
ビ
ス
で
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ジャズフォトグラファ
内  山　  繁  さん（16期）

がんばる同窓生
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ク
に
い
き
、
た
び
た
び
接
す
る
う
ち
に
、「
マ
イ

ル
ス
に
１
番
近
づ
い
た
男
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。彼
の
１
番
近
く
で
写
真
を
撮
っ

た
男
と
い
う
意
味
で
す
。
彼
の
自
宅
や
別
荘
に

も
招
か
れ
ま
し
た
。

　

デ
イ
ビ
ス
が
来
日
す
る
た
び
、
彼
に
電
話
で

き
る
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
電
話
で
、「
ユ
ア　

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
」
と
い
う
と
い
つ
で
も
面
会

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
接
近
す
る
機
会
が
た

び
た
び
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

と
に
か
く
、
長
く
や
っ
て
い
る
か
ら
…
。

「
ジ
ャ
ズ
を
撮
っ
て
み
な
い
か
？
」
―
―
そ

ん
な
誘
い
が
あ
っ
て
ジ
ャ
ズ
を
撮
り
は
じ

め
た
の
は
'75
年
の
秋
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
年
の
１
月
の
来
日
を
最
後
に
、
マ
イ
ル
ス

は
な
ん
と
6
年
間
に
わ
た
る
沈
黙
の
世
界
に

入
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。（
中
略
）

広
告
写
真
を
志
し
て
い
た
僕
は
、
好
き
だ
っ

た
ジ
ャ
ズ
を
撮
る
こ
と
に
方
針
変
更
し
て
舞

台
写
真
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
大
物

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
を
撮
る
こ
と

は
、
僕
に
と
っ
て
新
し
い
魅
力
だ
っ
た
。

（
中
略
）

ジ
ャ
ズ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
僕
の
ス
タ
ー

ト
は
遅
す
ぎ
た
。
…
…
で
も
、
マ
イ
ル
ス
は

生
き
て
い
る
。
健
康
上
絶
望
視
さ
れ
て
い
た

カ
ム
バ
ッ
ク
が
'81
年
、
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
「
キ
ッ
ク
ス
」
で
実
現
し
、
早
速
日

本
公
演
が
決
定
し
て
い
た
。
奇
跡
の
復
活
を

果
た
し
た
帝
王
が
、あ
こ
が
れ
の
マ
イ
ル
ス・

デ
イ
ビ
ス
が
日
本
に
来
る
。

…
…
マ
イ
ル
ス
を
撮
り
た
い
！
…
…

　
マ
イ
ル
ス
の
写
真
集
を
だ
し
ま
し
た
。

―
―
会
う
た
び
に
写
真
、
彼
を
露
出
す
る
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

　

彼
に
と
っ
て
私
は
、
自
分
を
よ
く
見
せ
る
人

で
し
た
。
自
分
を
ど
う
見
せ
る
の
か
、
自
分
を

よ
く
見
せ
る
た
め
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
人
で

あ
り
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
な
の
で
す
。
そ
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
が
写

真
集
で
す
。

マ
イ
ル
ス
に
会
え
る
！

永
久
保
存
版
の
写
真
集
『
マ
イ
ル
ス
・
ス
マ

イ
ル
ズ
』

こ
れ
ま
で
全
く
見
せ
た
こ
と
の
な
い
ジ
ャ

ズ
の
帝
王
の
素
顔
が
、
熱
く
、
激
し
く
、

そ
し
て
せ
つ
な
く
刻
み
込
ま
れ
た
写
真
集
。

も
う
、マ
イ
ル
ス
に
サ
ヨ
ナ
ラ
は
言
わ
な
い
。

�

（
写
真
集
の
帯
か
ら
）

写
真
集
に
ジ
ャ
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
小
川

隆
夫
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

マ
イ
ル
ス
に
1
番
信
用
さ
れ
て
い
た
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
が
内
山
さ
ん
で
あ
っ
た
。
知
る
限

り
で
、
マ
イ
ル
ス
が
認
め
た
カ
メ
ラ
マ
ン
は

世
界
で
彼
だ
け
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
絶
対
に
自

慢
し
て
い
い
内
山
さ
ん
の
勲
章
だ
。

　
ジ
ャ
ズ
専
門
誌
「
ス
イ
ン
グ  

ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
」

に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
ジ
ャ
ズ
専
門
誌
の
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

社
の
専
属
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
に
な
っ
た
の
は
、

ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
に
入
社
し
た
大
阪
時

代
の
友
人
が
い
て
内
山
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
…

と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。
多
く
の
写
真
が
ス
イ

ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
す
る
と
、公
演
会
場
な
ど
は
フ
リ
ー

パ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
カ
メ
ラ
マ
ン
・

ジ
ャ
ズ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
の
仕
事
一
辺
倒
の
時

代
の
こ
と
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
の
写
真
の
撮
り
方
は
、
報
道
カ
メ
ラ

マ
ン
と
は
違
い
、
ジ
ャ
ズ
が
と
て
も
好
き
で
な

い
と
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
音
楽
性
も
で
す

が
、
写
真
と
し
て
の
価
値
が
な
に
か
、
臨
場
感
・

ラ
イ
ブ
感
、
演
奏
者
の
ポ
ー
ズ
が
撮
れ
て
い
な

い
と
ジ
ャ
ズ
の
フ
ォ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

 

　
名
実
と
も
ジ
ャ
ズ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
で
す
。

―
―
最
初
は
、
無
我
夢
中
で
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
少
な
か
ら

ず
、ジ
ャ
ズ
が
好
き
に
な
り
、こ
の
人
（
被
写
体
）

の
音
楽
性
を
知
っ
て
敬
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、

激
し
く
髪
を
振
り
乱
し
て
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い

る
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
カ
メ
ラ
の
機
能
が
よ
く
な
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
悪
条
件
の
下
で
撮
り
ま
し
た
。
演

奏
に
集
中
し
て
い
る
演
奏
家
に
と
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
が
邪
魔
を
し
な
い
か
、「
う
ざ
い
奴
、
め

ん
ど
く
さ
い
奴
」
と
思
わ
れ
な
い
か
と
気
を
つ

か
い
ま
し
た
。

　

互
い
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
場
に
も
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

小
川
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。

世
界
中
で
、
マ
イ
ル
ス
に
、「
ユ
ア
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
」
の
ひ
と
こ
と
で
部
屋
に
入
れ
て

も
ら
え
る
の
は
彼
だ
け
だ
ろ
う
。そ
れ
ほ
ど
、

内
山
さ
ん
は
彼
に
信
用
さ
れ
て
い
た
。
だ
か

ら
こ
そ
の
写
真
が
、
彼
の
手
元
に
は
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
る
。

　
今
は
、
ジ
ャ
ズ
が
衰
退
し
て
い
ま
す
。

―
―
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
ジ
ャ
ズ
の
シ
ー
ン
は
衰

退
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
少
な
く
、
業
界

的
に
は
萎
ん
だ
状
態
で
す
。
音
楽
の
仕
事
も
し

て
い
ま
す
が
、
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
と
い
う
括
り
の
中
で
、
結
婚
式
・
七
五

三
・
お
宮
参
り
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

結
婚
式
は
、
提
携
し
て
い
る
式
場
に
派
遣
さ
れ

て
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

写
真
を
渡
し
て
気
に
入
っ
て
も
ら
う
の
が
い
い

で
す
ね
。
記
録
を
残
す
い
い
写
真
を
撮
っ
て
く

れ
た
と
喜
ば
れ
ま
す
。

　

気
に
入
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、「
赤
ち
ゃ

ん
が
で
き
た
か
ら
、
七
五
三
の
写
真
を
撮
っ

て
欲
し
い
」
と
依
頼
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
と
っ
て
い
た
方
で
、

七
五
三
・
成

人
式
・
結
婚

式
と
依
頼
さ

れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

楽
し
み
で
す

ね
。
成
人
式

の
写
真
で
、

親
子
２
代
、

写
し
た
方
も

い
ま
す
。
人
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間
相
手
の
仕
事
で
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

商
品
の
写
真
も
撮
影
し
ま
す
。
美
し
さ
を
撮

る
に
は
ど
の
角
度
か
ら
撮
る
と
よ
い
の
か
、
考

え
ま
す
。
人
も
ど
の
角
度
か
ら
撮
る
か
、
考
え

ま
す
。
で
も
、
感
情
を
介
し
て
取
れ
る
の
は
、

人
間
だ
け
で

す
。
商
品
は

メ
ー
カ
ー
が

喜
ぶ
だ
け
で

す
が
…
。
人

の
写
真
は
、

そ
の
時
の

「
人
」
の
記

念
で
あ
り
、

節
目
・
記
録

で
す
。

　
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
写
真
も
撮
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

―
―
C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、商
品
と
い
う
よ
り
、

依
頼
し
て
き
た
そ
の
人
の
人
と
な
り
だ
け
で
な

く
音
楽
性
も
撮
り
ま
す
。い
か
に
工
夫
す
る
か
、

本
人
の
希
望
を
聞
い
て
…
。
で
も
、
最
終
的
に

判
断
す
る
の
は
、
ボ
ク
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
音

楽
を
つ
く
る
現
場
と
同
じ
。
ラ
イ
ト
を
考
え
角

度
を
考
え
、
ま
さ
に
同
じ
で
す
。

　

C
D
を
制
作

し
て
販
売
も
し

て
い
ま
す
。

　

音
楽
C
D
だ

け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
珍
し
い

C
D
も

あ

り

ま
す
。
た
び

た
び
訪
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
撮
り
た
め
た
風
景
写
真
を
、『
I
♡
N
E
W　

Y
O
R
K
』
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

　
東
京
三
軒
茶
屋
で
ジ
ャ
ズ
バ
ー
を
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

―
―
カ
メ
ラ
マ
ン
と
ジ
ャ
ズ
バ
ー
の
オ
ー
ナ
ー

と
先
の
C
D
の
制
作
と
の
３
つ
が
仕
事
で
す
。

　

２
つ
目
の
仕
事
の
『 Jazz &

 C
afé G

allery 
W

hisper 

』
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
、

16
期
の
同
期
が
店
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
旭
窓
」
の
広
告
で
行
っ
て
み
た
い
な
と
気
に

な
っ
て
い
る
の
が
、「JAZZ & D

IN
N

ER M
ISTER 

Kelly's

」
の
店
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

 　

２
０
１
３
年
6
月
、
16
期
有
志
が
三
軒
茶
屋

の
店
「
ウ
ィ
ス
パ
ー
」
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
永

尾
さ
ん
の
道
中
記
に
、
彼
の
人
柄
を
表
す
内
容

が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、抜
粋
を
転
載
し
ま
す
。

　

品
川
で
乗
り
換
え
・
乗
り
継
い
で
、
内
山
く

ん
の
待
つ
「
ウ
ィ
ス
パ
ー
」
へ
。
途
中
、
地
図

を
見
せ
な
が
ら
何
回
も
尋
ね
て
ま
し
た
な
ぁ（
落

語
の
『
池
田
の
猪
（
し
し
）
買
い
』
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
「
ウ
ィ
ス
パ
ー
」

で
は
、
既
に
T
さ

ん
と
Y
さ
ん
が
到

着
N
く
ん
も
到
着

し
て
Ａ
Ｋ
Ｄ
（
旭

高
校
同
窓
生
）
16

が
集
合
。
店
の
前

で
集
合
写
真
。

　

内
山
く
ん
が

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー

中
溝
ひ
ろ
み
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
て
く
れ

て
ま
し
た
。

　
「
雨
に
ぬ
れ
て
も
」
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
明
日
に
向
か
っ
て
撃
て
」
の
ス
ト
ッ
プ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
よ
か
っ
た
で
す
な
。

　

な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
（
こ
れ
ば
っ
か

り
）。
旭
高
校
の
校
歌
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　

内
山
く
ん
が
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
の
中
か

ら
今
回
の
参
加
者
の

写
真
に
コ
メ
ン
ト
を

つ
け
た
ム
ー
ビ
ー
の

上
映
会
も
あ
り
ま
し

た
。
み
ん
な
の
変
わ

り
果
て
た
姿
を
確
認
し
た
し
だ
い
で
す
。
こ
れ

ば
っ
か
り
は
、
小
学
校
の
運
動
会
の
先
生
の
掛

け
声
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。「
元
の
隊
形（
体

型
）
に
戻
れ
！
」

　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
懐
か
し
さ
が
こ
み
あ

げ
て
く
る
瞬
間
で
す
。
涙
は
出
ま
せ
ん
し
、
う

れ
し
さ
だ
け
で
す
。

　

同
窓
と
3
年
間
過
ご
し
た
と
い
う
だ
け
で
、

当
時
話
を
し
た
こ
と
の
な
い
者
ま
で
、
打
ち
解

け
て
気
を
許
し
あ
え
る
の
で
す
。

　

言
い
忘
れ
て
ま
し
た
。
今
回
、
参
加
証
を
つ

く
り
ま
し
た
。
百
人
一
首
の
木
札
に
穴
を
あ
け

て
ひ
も
を
通
し
ま
し
た
。
ど
う
せ
、
読
ま
れ
へ

ん
や
ろ
か
ら
、
裏
に

絵
札
を
つ
け
て
、「
旭
」

の
焼
き
印
を
押
し
て

お
き
ま
し
た
。
ど
の

歌
が
あ
た
る
か
は
各

自
く
じ
引
き
で
す
が
、

池
田
さ
ん
は
、「
お
姫

様
が
い
い
」
と
わ
が
ま
ま
ゆ
う
て
ま
し
た
。
お

姫
さ
ん
だ
っ
こ
も
好
き
や
そ
う
で
す
。

　

内
山
く
ん
か
ら
、
高
校
時
代
の
好
き
や
っ
た

異
性
に
関
す
る
告
白
を
行
え
と
い
う
提
案
で
す
。

男
は
各
自
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
全
員
が

し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で
囃
し
た
て
ま
し

た
が
、
メ
モ
し
て
な
か
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
1
つ
。

内
山
く
ん
の
あ
こ
が
れ
の
人
は
D
さ
ん
だ
っ
た

の
で
す
。
D
さ
ん
の
若
い
こ
ろ
の
写
真
や
彼
の

日
記
（
？
）
な
ど
を
映
し
な
が
ら
そ
の
話
を
す

る
の
で
す
。
そ
う
か
、
自
分
が
こ
の
話
を
し
た

い
か
ら
全
員
に
話
さ
せ
た
の
か
。
内
山
く
ん
は

〝
ス
ト
ー
カ
ー
〟
の
走
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
（
笑
）。

　

後
日
談
で
す
。
こ
の
夜
の
盛
り
上
が
り
を
内

山
く
ん
が
D
V
D
に
し
て
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

う
れ
し
い
な
。で
も
内
山
く
ん
の
失
敗
談
で
す
。

　

校
歌
や
み
ん
な
の
合
唱
や
笑
い
声
な
ど
、
う

れ
し
さ
の
あ
ま
り
何
度
も
聞
き
返
し
て
い
て

デ
ー
タ
を
消
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
本
人

は
相
当
、
落
ち
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
ド
ジ
・
バ
カ
・
マ
ヌ
ケ
」
み
ん
な
で
罵
倒
し

ま
し
ょ
う
。

　

で
も
、
デ
ー
タ
は
消
え
て
も
思
い
出
は
消
え

ま
せ
ん
。
内
山
く
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な

し
に
は
み
ん
な
、
感
激
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

内
山
く
ん
最
高
!!　
内
山
く
ん
あ
り

が
と
う
!!　
ま
た
会
お
う
ぜ
!!

　

16
期
の
還
暦
同
期
会
準
備
会
が
は
じ
ま
り
の
Ａ
Ｋ
Ｄ

16
。
す
べ
て
が
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
還
暦
同

窓
会
が
終
わ
っ
て
も
離
れ
が
た
く
、Ａ
Ｋ
Ｄ
16
と
な
り
、

『
被
災
地
に
お
金
を
落
と
す
経
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と

称
し
た
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
落
語
や
同
期

の
結
婚
式
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ま
で
し
て
い
る
。

　

2
0
1
1
年
の
旭
高
校
創
立
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
受
付
ブ
ー
ス
に
内
山
氏
の
写
真
集
と
作
品
を
展
示

し
た
。
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の
合
計
26
名
の
大
所
帯
で
す
。

　

５
月
24
日
、
旭
高
校
野
球
部
を
応
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
、
旭
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
旭
運

動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
部
は
後
輩
の

野
球
を
見
学
、
第
２
部
は
後
輩
激
励
会
、
第

３
部
は
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
期
の
杉
本
先
輩
が
野
球
部
O
B
会
を
立

ち
上
げ
、
応
援
し
て
来
ま
し
た
。
今
年
も
、

2
0
0
7
年
の
ベ
ス
ト
８
よ
り
さ
ら
な
る
発

展
を
願
っ
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。
参
加
資
格
は
、
夏
に
な
る
と
旭
の
野
球

部
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
残
っ
て
い
る
か
が
気

に
な
る
人（
野

球
部
O
B
・

O
G
に
限
ら

ず
）で
、サ
ポ
ー

タ
ー
・
ス
ポ
ン

サ
ー
・
ス
タ
ッ

フ
も
募
集
し
ま

し
た
。
第
１
回

目
の
親
善
試
合

は
、
卒
業
し
て

か
ら
今
ま
で
に

亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
追
悼
試

合
に
位
置
づ
け

ま
し
た
。

　

７
月
11
日（
土
）、
O
B
会
総
会
、
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
旭
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の

親
睦
を
は
か
り
、
現
役
世
代
を
支
援
す
る
力

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
旭
高
校
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
を
新
し
い
力
で
盛
り
上
げ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
様
、
旭
高
校
野
球
部
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

�

30
期　

奥
村
、
37
期　

川
端

　

5
月
24
日
に
応
援
イ
ベ
ン
ト
、
7
月
11
日

に
O
B
会
・
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
企
画
を
考
え
て
い
る
と
き
は
、

春
季
大
会
真
っ
最
中
。「
旭
窓
」
へ
原
稿
を
出

稿
し
た
時
は
、
夢
で
あ
る
甲
子
園
出
場
に
向

け
て
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権
地
方
大
会
の

真
っ
最
中
で
し
た
。

　

４
月
現
在
、
３
年
生
は
62
期
生
で
９
名
・

２
年
生
63
期
生
12
名
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
５
名

　

２
０
１
４
年
９
月
28
日
（
日
）
大
阪
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
高
津
兆
雄
旭
窓
会

会
長
、
根
来
理
典
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
を
来
賓
に
迎
え
、
旭
籠
会
定
時
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

臼
井
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
10
年

前
の
旭
高
校
の
吸
収
合
併
の
危
機
感
か
ら
、

当
時
の
旭
窓
会
会
長
か
ら
O
B
会
の
組
織
化

の
依
頼
を
受
け
旭
籠
球
会
を
結
成
し
て
き
た

経
緯
な
ど
を
述
べ
ら
れ
、
当
時
の
写
真
な
ど

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
来
顧
問
か
ら
は
、
旭
高
校
の
人
気
が
高

く
昨
年
度
の
受
験
者
数
が
大
阪
で
２
番
目
に

多
か
っ
た
こ
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
員
も
多
く

昨
年
の
新
人
大
会
で
は
中
央
大
会
ま
で
進
出

で
き
た
こ
と
、
旭
籠
会
へ
は
例
年
の
合
宿
支

援
金
や
本
年
度
の
男
子
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
寄
贈

な
ど
の
活
動
に
感
謝
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

応
え
る
べ
く
試
合
で
結
果
を
出
し
て
い
き
た

い
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
津
会
長
か
ら
は
日
ご
ろ
の
O
B
会
活
動

に
感
謝
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
近
づ
い
て
き
た

旭
高
校
65
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
交
流
を

深
め
盛
大
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
く
協
力
を

お
願
い
す
る
旨
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

会
計
報
告
、
活
動
報
告
の
ほ
か
、
本
総
会

終
結
の
時
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
臼
井
弘

会
長
に
替
わ
り
、
６
期
の
豊
田
紀
勝
氏
を
新

た
に
O
B
会
長
に
選
出
、
役
員
や
総
会
な
ど

に
関
す
る
会
則
の
一
部
改
訂
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席

者
に
は
議
案
の
ほ
か
旭
籠
会
員
３
名
の
寄
稿

が
掲
載
さ
れ
た「
し
お
り
」が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
旭
籠
会
員
で
あ
る
鶴
下

卓
士
氏
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
「Elepaio

」

に
よ
る
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
演
奏
と
「N

a 
Lei Lanakia

」
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
出
席
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
2
0
1
5
の
旭
籠
会
定
時
総
会
は
母
校
旭

窓
会
館
に
お
い
て
９
月
27
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
す
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
体
育
館
で
現
役
生
の
練

習
見
学
、
O
B
・
O
G
と
現
役
生
の
交
流
戦
、

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

体
育
館
の
コ
ー
ト
に
立
ち
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
触
れ
て
、し
ば
し
高
校
時
代
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
マ
ン
に
戻
っ
た
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
す
。

　

詳
細
は
来
年
の
「
旭
窓
」
に
て
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

現
役
生
に
対
す
る
支
援
と
会
員
相
互
の
親

睦
を
目
的
と
し
て
本
年
度
も
合
宿
支
援
金
の

手
交
、
本
年
度
卒
業
生
・
新
規
加
入
会
員
の

歓
迎
会
な
ど
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
本
年
度
は
対
外
試
合
の
際
に
掲
げ
る
横

断
幕
を
総
会
時
に
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
様
子
な
ど
の
旭
籠
会
の
活
動
や
現

役
生
の
試
合
結
果
な
ど
をFacebook

で
ご
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。

旭
籠
会 Facebook

 https://ja-jp.facebook.com
/kyokuroukai

旭
籠
会（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
・
O
G
会
）

�

永
尾　

和
成

合宿支援金手交時の集合写真

本年度卒業生・新入会員歓迎会

✿ 

野
球
部

5
月
24
日
に
応
援
イ
ベ
ン
ト

7
月
11
日
に
総
会
・
懇
親
会

 

開
催
し
ま
し
た

✿ 

旭
籠
会
　
昨
年
の
旭
籠
会
定
時
総
会
・
懇
親
会
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代表取締役　中 西 芳 樹
（ 3 8 期 生 ）

TEL 06-6996-5821　FAX 06-6996-5824

〒570-0041  守口市東郷通3-1-28

大東鋼材株式会社

大阪市此花区伝法4丁目2-8 TEL：06-4256-8224

米国ニューオリンズ市名誉市民賞受賞店

SINCE 1970 おかげさまで 40周年／40才までの方はカバーチャージ無料だよ!！
URL：http://www.mmjp.or.jp/live-info/lhouse.html

ジャズライブパブ

ニューサントリー5ファイブ
森 　 美 典（6期）

大阪市北区曽根崎2－10－15
（曽根崎センタービル5F）
TEL.06（6312）8912
FAX.06（6314）0267

阪急 富国生命

曽根崎署

旭屋書店

1F  千房みずほ信託BK
梅田OSホテル

旧花月

御

　堂

　筋

お
初
天
神
通
り

曽根崎センタービル5F
ニューサントリー5

茶と歴史の館
　2015,10,2   ＯＰＥＮ！

文禄堤薩摩英国館
大阪府守口市本町２丁目４－15
　京阪電鉄　　  守口市駅より  徒歩 3 分
　地下鉄谷町線  守口駅より　  徒歩 2 分
お問合せ：薩摩英国館　ティワールド
　TEL：0993－83－3963
　http://www.satsuma-eikokukan.jp

薩摩英国館   館長　田中  京子 （９期生）
　　　　　　　　　旧姓：小西

会長　小森嘉之（17期）

天
株式会社 辻川新聞舗

事 　 務 　 所　大阪市鶴見区鶴見 2-3-17
　　　　　　　TEL 6930-1588
　　　　　　　FAX 6930-1641

鶴見町販売所　大阪市鶴見区鶴見 2-4-19
　　　　　　　TEL 6912-7349
　　　　　　　FAX 6913-6264

ポーラ アラヴィール（POLA Aravir）

アペックスアドバイザー
認定フェイシャルエステティシャン

宮川 静子 （20期生）

POLA THA BEAUTY
Cosmetics & Estetics

〒560-0083　豊中市新千里西町3－2－9
TEL 06-6871-2000
北大阪急行千里中央駅  北改札口より徒歩５分
モノレール　千里中央駅から徒歩10分
営業時間　10：00～18：30

みずほパートナーズ
法律事務所

弁護士　岩﨑　利晴（23期生）

大阪市北区堂島1丁目1番25号  新山本ビル5階
TEL 06－6442－0167　FAX 06－6442－0703

E-mail  t.iwasaki@mizuho-law.jp

〒632－0251　奈良市針町3918
（名阪国道 一本松IC下車すぐ）

  www.boscovilla.jp/
T E L  0 7 4 3 －8 2 －5 5 5 6 ㈹

サッカーを通じて、感動・喜び・感謝など
心身を養う場を提供します。
◆ロングパイル人工芝　　◆105ｍ×68ｍ総支配人　播摩　稔（24期生）

声をかけてきたのは、自然でした
スポーツ合宿／音楽合宿／企業研修やゼミ合宿／
勉強会やセミナー／グラウンド・ゴルフ大会やイベント／
ご家族やお仲間での旅行など
それぞれのスタイルに対応したホテルです。

辻本  麻貴（25期生）

（旧姓 田中）

2名様～70名様まで、ご宴会承ります。

http://www.heihachitei.com/

㈹06-6930-3773

同窓会特別割引有り！

㈱ 平八亭
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通産省認定日本バンケット事業協同組合副理事長
（株）パーティープロダクション

ジュン
　　　　　（松　田　とよ子）
　　　　　　　　　　　 （14期生）

代表取締役　中　山　かおる

〒543-0012　大阪市天王寺区空堀町4-17-602
 　　　代表　TEL（06）6762-5233
　 　　　　　FAX（06）6765-7668
　 　　　　　URL  http://partyjun.com

　　　

新畳・表替・裏返し・敷物

赤松畳店
　３代目　赤　松　幸　治
（２代目　赤　松　幸太郎：6期生）

TEL 06－6951－6745　FAX 06－6951－6745
大阪市旭区新森5丁目13-3 新森公園北へ50m右側

畳・襖・木製建具
内装工事一式

㈱小池商店
代表取締役　小 池 　 元（18期生）

T 06－6951－5969 ／ F 06－6951－5966
http://www.koikeshoten.com

大阪市旭区高殿4-18-17

大型自転車専門チェーン

前取締役会長　下 田 　 進 （12期）

〒534－0011　大阪市都島区高倉町3－11－4
TEL 06－6923－2611　FAX 06－6922－1798

心のふれ愛 大切に……
　　　あなたの旅をクリエイトする

　　　　6951-5601☎（06）　　　　6953-3086
FAX（０６）６９５４-２１０７
〒535-0011 大阪市旭区今市2丁目2番19号

代表　滝本伸幸（11期生）

コスモス観光社

医院長　高 津 兆 雄
　　　　（20期・副会長）

日本歯周病学会専門医
日本歯科人間ドック学会認定医

高津歯科医院

大阪市旭区生江2－6－5
TEL 06－6922－2103

オーナー　青 野 　 茂（24期）

〒535－0031　大阪市旭区高殿2－2－12
TEL（06）6923－2785
FAX（06）6921－2747

セブンイレブン
大阪高殿2丁目店

結婚のお世話を21年！

高槻市在住　旧姓 寺西

0 7 2 － 6 9 4 － 7 8 2 5
na-kao@iris.eonet.ne.jp

仲人士　中 尾  弘 子（7期生）

facebook参加

日本仲人協会北大阪本部長

本　　社
〒541－0056
大阪市中央区久太郎町4－1－3 大阪センタービル10F
TEL 06－6245－3940（代表）　FAX 06－6245－3950
携帯番号 H.P 090－1484－4072
E-Mail  hm-house@f3.dion.ne.jp

代表取締役社長　宮 脇　広 之
（20期・副会長）  

株式会社 エムハウス

M.HOUSE CO.,LTD.

健康で快適・安全な生活環境の創造と提供
建 物 総 合 管 理

有限会社アサヒビルメンテナンスセンター

代表取締役　村 田 和 廣（14期生）

〒535-0011 大阪市旭区今市2-18-24
 TEL. 06-6952-4471
 FAX. 06-6952-6918

〒５３８－００５３　大阪市鶴見区鶴見５－４－２３

ＴＥＬ ０６－６９１１－７４００／ＦＡＸ ０６－６９１１－７７７８

★テント金具は･･･

取締役会長　島 巻 聖 三
　　　　　　   　　（７期生）

URL：http: / /www.yamaten.com
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【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

　

近
畿
大
会
出
場（
２
年
連
続
）

　

・
7
月
22
日（
水
）開
会
式

 

守
山
市
民
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　

・
7
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

１
回
戦　

対  

神
戸
弘
陵
高
校

　
　
　
　

2
回
戦　

対  

奈
良
添
上
高
校　

敗
退

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

４
月
26
日（
日
） 

春
季
大
会
１
部
昇
格（
部
別
）

　

会　
　

場
：
泉
大
津
高
校

　

グ
ル
ー
プ
：
泉
大
津
高
校

　
　
　
　
　
　

教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

　
　
　
　
　
　

東
高
校

　

試
合
結
果
：
旭  

２

−

０  

泉
大
津
高
校

　
　
　
　
　
　

旭  

２

−

０  

教
育
セ
ン
タ
ー
附

　
　
　
　
　
　

旭  

２

−

０  

東
高
校

【
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

　

第
９
回 Am

bitious Cup 

が
金
光
大
阪
高

校
で
開
催
。
今
回
の
参
加
は
８
校
。
旭
高
校

は
み
ど
り
清
朋
高
校
、
大
阪
学
芸
高
校
、
大

正
高
校
と
予
選
リ
ー
グ
を
戦
う
。
最
終
的
な

成
績
は
４
位
。

【
男
子
テ
ニ
ス
部
】

5
月
31
日（
日
）、学
区
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
シ
ン
グ
ル
ス
）本
戦
が
桜
宮
高
校
で
開
催
。

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ
た
３
名
の
２
年

生
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
挑
み
全
員
ベ
ス
ト
16
。

【
女
子
テ
ニ
ス
部
】

５
月
４
日
（
月
）
豊
中
高
校
に
て
大
阪
高
等
学

校
春
季
テ
ニ
ス
大
会
団
体
戦
の
予
選
。
こ
の

会
場
で
は
４
校
の
参
加
で
、
１
回
戦
が
準
決

勝
。
対
戦
相
手
は
会
場
校
の
豊
中
高
校
で
、

敗
退
。

【
放
送
部
】

６
月
21
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス
ト（
大
阪

大
会
決
勝
）ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
１
名
、
朗
読
部

門
２
名
が
大
阪
大
会
決
勝
に
進
む
も
敗
退

　

旭
窓
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

常
日
頃
か
ら
様
々
な
ご
支
援
い
た
だ

き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

度
は
生
徒
会
や
ク
ラ
ブ
へ
の
ご
支
援
の
他

に
、
書
画
カ
メ
ラ
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
授
業
改
善
に
役
立
て
、『
確
か
な

学
力
の
育
成
』、『
希
望
の
進
路
実
現
』
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
に
普
通
科
第
64
期
２
８
０
名
、
国

際
教
養
科
第
24
期
80
名
を
迎
え
、
全
27
ク

ラ
ス
１
，
０
７
２
名
の
生
徒
が
元
気
に
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
に
は
盛
大
に
体
育
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
応
援
合
戦
は
今
年
も
圧
巻
で

し
た
。
入
学
し
た
て
の
１
年
生

を
交
え
て
よ
く
短
期
間
で
こ
こ

ま
で
の
演
技
が
で
き
る
も
の
だ

と
毎
年
本
当
に
感
動
し
ま
す
。

学
年
学
科
男
女
問
わ
ず
一
致
団

結
す
る
力
、
１
年
生
を
引
っ
張

る
上
級
生
の
頼
も
し
さ
。
こ
れ

こ
そ
が
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
『
伝
統
』
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
男
子
バ
レ
ー
部

の
２
年
連
続
近
畿
大
会
出
場
が

決
定
。
放
送
部
も
大
阪
大
会
決

勝
ま
で
残
り
ま
し
た
。
剣
道
部
も
ベ
ス
ト

16
に
入
賞
。
さ
ら
に
勝
ち
進
ん
で
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

府
高
P
T
A
研
究
発
表
で
『
楽
し
く
な

け
れ
ば
旭
じ
ゃ
な
い
！
』
と
い
う
演
題
で

発
表
。
最
優
秀
と
な
り
６
月
20
日
に
近
畿

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
発

行
の
『
旭
新
聞
』
が
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

で
大
阪
府
３
位
に
入
賞
。
生
徒
に
負
け
ず

劣
ら
ず
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
パ
ワ
ー
全
開
で
す
！

　

文
化
祭
は
９
月
５
日
６
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
生
徒
達
は
合
唱
、
垂
れ
幕
、
劇
や

映
像
な
ど
に
ク
ラ
ス
単
位
で
取
り
組
み
ま

す
。
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
は
大
勢
の
保
護
者

の
皆
様
が
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
２
年
生
の
修
学
旅
行
（
３
泊

４
日
・
北
海
道
）
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
の

投
票
で
10
数
年
振
り
の
国
内
修
学
旅
行
で

す
。
ク
ラ
ス
毎
に
宿
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
選
び
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
プ
ラ
ン

を
企
画
。
と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

行
事
の
度
に
全
力
を
尽
く
す
旭
生
で
す

が
、
勉
強
へ
の
切
り
替
え
が
き
ち
ん
と
で

き
る
よ
う
教
員
は
皆
、
一
生
懸
命
で
す
。

　

旭
窓
会
の
皆
様
が
残
さ
れ
た
『
自
主
自

立
・
協
調
友
愛
』
の
精
神
は
確
実
に
引
き

継
が
れ
、
生
徒
達
の
若
い
パ
ワ
ー
と
と
も

に
、
旭
高
校
の
よ
き
伝
統
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
母
校
愛

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
か
ら

大学合格者　総合計 562名
・国公立大学　４名（現役３  浪人１）

大 阪 市 立 1 神戸市外国語 1
静 岡 1 宮崎県立看護 1

・私 立 大 学　522名（現役） 36名（浪人）
関 西 19 関 西 学 院 2 同 志 社 4
立 命 館 8 近 畿 73 京 都 産 業 13
甲 南 1 龍 谷 28 大 阪 経 済 26
京 都 外 国 語 10 関 西 外 国 語 33 京 都 女 子 1
甲 南 女 子 1 武 庫 川 女 子 3

・看　護　系　15名（現役）
大阪医療センター付属／大阪済生会中津／大阪病院付
属（旧厚生年金）／パナソニック健康保険組合立松下 など

大阪府立旭高等学校
校　長

松井　直美�氏

新
入
生
３
６
０
名
全
校
生
１
，０
７
２
名
が
元
気
に
高
校
生
活
送
る

P
T
A
新
聞
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
３
位
入
賞



旭 窓 会 報（15）第43号 2015年（平成27年）９月25日

【 遠　　　足 】

（この写真は昨年のものです）

【 修 学 旅 行 】

【 クラブ活動 】

【 体　育　祭 】

（黄色テントは　61・21期生の卒業記念品）

【 文　化　祭 】

学校生活
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年　内
　・ステージ出演・企業等のブース出展募集
　　（ 『旭窓』・フェイスブック・ホームページ等で）
　・ 実行委員選出⇒月定期的に１回程度、定期的に実行委員会

を開催予定。
2016年３月ごろ
　・企画内容および参加者決定　
2016年４月ごろ
　・ 参加者（各部門責任者・出展者・ＰＴＡ・旭友会・クラブ

顧問・校長先生）顔会わせと今後のすすめ方の確認。
2016年５月ごろ
　・拡大顧問会開催し企画内容報告
2016年７月ごろ
　・学年幹事会開催し企画内容報告し承認を得る。
2016年９月ごろ
　・『旭窓』発送、65周年記念イベントおよび総会案内発送

このようなスケジュールですすめていきたいと考えております。
またオール旭で盛り上がりましょう。

65周年記念イベントまでのスケジュール

と　き：2015年11月22日（日）
ところ：ホテルニューオータニ大阪
　　　　（３Ｆ 大観苑）

次　第：開　場　12：30
　　　　総　会　13：00
　　　　懇親会　13：40

会　費：４，０００円

旭窓会
総会の
ご案内

　

旭
高
校
創
立
65
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
20
期
生
の
高
津
兆
雄
で
す
。

　

4
年
前
、
創
立
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
同
窓
生
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
と
感
動
の
声
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
テ
ー
ジ
出
演
、企
業
ブ
ー
ス
・
同
期
ブ
ー

ス
・
ク
ラ
ブ
ブ
ー
ス
の
出
展
と
盛
大
に
催
さ
れ
た

こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
65
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
に
お
い
て
、
60
周
年
の
反
省
と
し
て
、
在
校
生

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
旭
友
会

（
P
T
A
O
B
会
）
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
が
不

足
し
て
い
て
連
携
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
を
ふ

ま
え
準
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
旭
高
校
こ
こ
に
あ
り
』
を
大
阪
府
下
に
轟
か

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
み
な
様
の

ご
協
力
ご
援
助
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

65
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会　
　

�

委
員
長　

高
津
兆
雄

2016年11月20日卒業生  集まれ

旭 窓 会 報（7）第40号 2012年（平成24年）９月21日 旭 窓 会 報2012年（平成24年）９月21日 第40号（6）
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　旭高校、創立60周年イベント。会
場OBPツイン21・アトリウム、とい
うことだけを目前に提示された新体
制の旭窓会役員たちでした。
　「 何 か ら 手 を つ け た ら エ エ ネ
ン！！」と悲鳴をあげる状態でのス
タートでしたが…。さすが、旭窓会
はつわもの揃い！！
　仕事人が多々名乗りをあげ、「楽し
くなければ【旭】じゃない」を彷彿させ
るイベントの大成功の実感を手にし
ました。
　ご協力くださった、先輩・後輩、
そして寒い中道案内に立ち、元気に
声かけをしてくれた在校生の皆さん
に、心から感謝！です。

実行委員　副会長　
遠藤　敬子（５期）

  
　創立60周年記念イベントが多くの
方々のご協力により無事開催できた
ことを感謝申し上げます。これから
の母校の益々の発展をお祈りします。

 実行委員　島巻　聖三（７期）
  
　「やるときはやる」
　旭高生らしい、すばらしいイベン

実行委員のコメント

開会あいさつをする
川島実行委員長

一色校長先生の
あいさつ

撮影コーナー：北岡さんの協力で、さも校庭
で撮ったかのような記念写真をとりました

ステージから会場を見る 会場風景

16期生の個人所有作品３点

16期内山繁作品集から

左 か ら 乾 さ ん・川 島副会長実行委
員長・高津会長・北 本さん

閉会後会場片付け準備をする在校生

主催者あいさつを
する高津会長

閉会あいさつをする
宮脇副会長

設営終了

吹奏楽部の演奏

合唱同好会にインタビューする北本さん

受け付けの在校生

受付を手伝う在校生

出場してよかったと合唱同好会

楽しくなければ旭じゃない　みなさん　光輝いて
やるときはやる！ 60周年事業実行委員から

同期やクラブの先輩後輩などと、写した
記念写真は人気があり、当日プリントが
間に合いませんでした

会場 風景

トでした。
　これからもみんなの力で「旭」の
新しい絆を築いていきましょう。

実行委員　上坂　一夫（17期） 
  
　和気先生の絵と16期の内山氏の
写真を展示させていただいてあり
がとうございました。 16期　有志
 
　前日の設営から、運営・後片付
けまで、在校生のはつらつとした
姿に励まされ、感動しました。
　みなさん、ありがとう。ごくろ
うさまでした。

実行委員　事務局　　
杉田　さつき（16期）

 
　船出したばかりの新体制で無事
終える事ができましたのもご協力
い た だ い た 全 て の 方 々 の お 陰 で
す。ただ、感謝です。

実行委員　会計　　
辻川　博美（20期）

 
　私も、旭も、還暦を迎えました。
校歌に「光輝く　あぁ　旭」とあり
ます。皆さま、すばらしいです。

喜びと感謝でいっぱいです。
実行委員　村瀬　美子（15期）

 
　卒業生の皆様及び在校生の皆様
と一緒に大イベントに参加出来ま
し た 事 を 大 変 嬉 し く 思 っ て い ま
す。
　また、諸先輩方のご指導により
24期ブースを出させていただき良
い思い出となっています。
　今後も皆様との絆を大切にして
がんばって参りますので、何卒宣
しくお願い致します。

　実行委員　西口　賢治（24期）
 
　大盛況で幕を閉じた、「旭60周年
記念イベント」
　私も、24期として参加できまし
たことを大変うれしく思います。
24期の皆さま方にもご協力をいた
だき、ありがとうございました。
　準備していただいた、会長さん
はじめ実行委員の皆さまはほんと
うにご苦労されたと思います。感
謝の気持ちでいっぱいです。あり
がとうございました。
実行委員　近藤（大月）悦子（24期）

　こんなすごい先生が旭に
おられた。
　和気先生は、対象と一対
となって呼吸し、作品から
情念が聞こえてきそうだ。

卒業生コーナー
クラブ活動紹介コーナー

（緑のテント）

本部（青 のテント）

企業ブース（赤のテント）

恩師・卒業生のブース
（青のテント）

出あいました 交流しました

企業ブース全景

大阪の新聞の歴史も…

自転車の即売もあり

DVDを 流 し た
24期ブース

家族で企業ブースに出展

盲導犬も友情出演（？）

いろいろな情報が寄せられた同窓会ブース

〝人に歴史あり
　旭に歴史あり〟

おそろいのＴシャツを
あつらえて
24期ブース

準備・片づけ
 在校生のみなさん

ありがとう

寄せられたメッセージの掲示ボード

旭 窓 会 報（1）第40号 2012年（平成24年）９月21日

先生・卒業生・在校生が一緒に　♬光輝く　あぁ　旭♬

歌う在校生 歌う在校生高岡先生二宮先生らと歌う

と　き　2012年10月27日（土）
ところ　ホテルニューオータニ大阪
　　　　大観苑（3F）
次　第　12：30　開場　受付開始
　　　　13：00　総会
　　　　13：40　懇親会
会　費　6,000円　52期以降4,000円

旭窓会総会

発　行　大阪府立旭高等学校同窓会
　　　　大阪市旭区高殿5−6−41
発行人　高津　兆雄
編集人　矢田千鶴子
題　字　吉田　秀穂

創立65周年記念イベント
ツインオオサカ21で開催
実行委員・出場者・出展者募集


